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岩手県 コープネット飼料用米生産流通協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、花巻農業協同組合、全農全国本部、全農岩手
県本部、地区生産組織協議会、北日本くみあい飼料、
(株)岩手畜産流通センター、 コープネット事業連合、
JA全農ミートフーズ、 オブザーバー：花巻市農林水産
部、岩手県南広域振興局花巻支局、中央農業改良普及セ
ンター

飼料用米生産面積

22.4ha

供試品種

どんぴしゃり　22.4ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定し
た栽培。
◆収穫物はカントリーエレベーターに全量集荷
◆ＪＡ倉庫から八戸粉砕工場までの移送は、飼料会社の
手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。肥育豚に対して

112日齢から出荷まで給与。
調査項目：遊離アミノ酸

水分・粗脂肪
肉質検査（4項目）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米解説のパンフレット作成（3000部作成）
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネルの作成
（→参考データ・写真参照）
◆飼料用米使用豚肉の名称公募→2008年10月から11
月にかけて生協の組合員から公募し、845件の応募が
ありました。
名称は「お米そだちのみのりぶた」としました。
◆飼料用米給与豚の試食会生協の組合員向け試食会は、
8生協で70箇所、3273名参加生協の職員向け試食
会は、配達職員中心に100箇所、3000名参加
合計170箇所、6273名参加

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■八戸粉砕工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施
できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定
多数の生産は難しいと思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理
の徹底が必要だと思われます。例えば、低温倉庫保管
を行うことが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であ
り、そのためには、総合的に課題を整備する必要があ
ると思われました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に差はありませんでした。しかし、枝肉分割・整
形作業において、米給与豚の脂質が固めに感じられる
との声がありました。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点
では、ほとんど差は感じられません。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米
給与豚がおいしいとの意見が出されました。
■脂肪色がやや白くなりました（脂肪融点が低下した感
じがするとの声があります）
■脂肪のしまりが良くなりました。
■リノール酸がやや低下しました。


